


















第 1章 序論 
第 1節 問題の設定 
第 2節 理論的背景 
第 3節 分析の視点 
第 4節 研究の方法 
第 5節 4人の調査対象のプロフィール 
第 6節 本論の構成 
 
第 2章 移動の複雑性 
第 1節 移動の遍歴 
第 2節 「移動する子ども」としての経験 
第 3節 「自分探し」の移動 
第 4節 小括 
 
第 3章 いかに「他者」を語るか 
第 1節 何を「ちがい」と捉え、何を「あたりまえ」と捉えるのか 
第 2節 「他者」の評価と反省 
第 3節 自己の位置付け 
第 4節 小括 
 
 2 
第 4章 脱ストレンジャー化 
第 1節 違いの持つ「差異」を乗り越えて 
第 2節 「何者か」になる 
第 3節 小括 
 
第 5章 再ストレンジャー化 
第 1節 折り合いが付かない 
第 2節 接触のためらい 
第 3節 思い切り 
第 4節 小括 
 
第 6章 結論 
第 1節 要約 
第 2節 考察 





















































































































































































































































 第 2 は、ヨシとナタリアのような、両親の国籍が異なり、混淆的な外見的特徴を持
つハイブリッドであり、複雑な移動の遍歴と言語能力を持ち、複数の「文化の型」を
身に付け、「何者か」を装う能力を持つタイプである。 
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